日本史授業プリント(38期)近現代１６　条約改正
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

☆条約改正…幕末の不平等条約(特に 領事裁判権・協定関税制)の改正
初期の交渉
（Ⅰ）岩倉遣欧使節[1871～1873]　→予備交渉失敗

（Ⅱ）寺島宗則　　　　(薩摩)外務卿[1876～79]
　　　　関税自主権回復に主眼　米は同意するが英・独が反対して不成立

　　　　世論は治外法権撤廃優先　ex．ハルトレー事件(アヘン密輸入で無罪 1877～78)
欧化政策への批判　高まる国家意識（ナショナリズム）
[image: image1.png]


（Ⅲ）井上馨　　　(長州)外務卿→1885年から外務大臣(外相)[1879～87]　①第一次伊藤博文内閣
　　　　欧化政策　　　…風俗・習慣の西洋模倣　舞踏会　ex．鹿鳴館　　　(東京日比谷)
　　　　一斉交渉…条約改正会議の開催
　　　　内容(秘)　ａ．治外法権の撤廃　関税率の引き上げ(５％→１０％)
　　　　
ｂ．外国人の 内地雑居(開放)、外国人判事　　　(裁判官)の任用、

西洋流法典の編纂と事前通告

　　　→反対運動　ex．三宅雪嶺・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(くがかつなん),陸羯南)ら 国家主義思想家の反対
　
　　ノルマントン　　　　　事件[1886]への世論の反発

　　沈没事故　日本人乗客ら東洋人のみ全員死亡　　　→井上辞任
政府内からも　…ボアソナード(法律顧問)、谷EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たてき),干城)ら
三大事件建白運動…民権運動の再燃　　　　　　　

　※この時期は朝鮮問題でも国際的緊張　→ナショナリズムの高揚　（→近代１８）
　　　1882．壬午軍乱…ソウルの日本公使館も襲撃される

　　　1884．甲申事変…朝鮮でのクーデターに日本軍が協力するが失敗　など

（Ⅳ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおくま),大隈)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しげのぶ),重信)　　　　(肥前)外相[1888～89]…井上案の修正　☆ ②黒田清隆内閣
　　　　個別交渉、外国人裁判官任用は大審院　　　に限定　※大審院…現在の最高裁
他は井上案とほぼ同じ…各国は同意　国内では政府内外から激しい批判
　　　　→玄洋社の EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くるしまつねき),来島恒喜)により大隈遭難[1889]…爆弾で右足を失う
　　　　　　　国家主義右翼団体　向陽社(平岡浩太郎ら)の後身

　　　　→ 黒田内閣総辞職　交渉も中止
憲法制定後　ロシアを警戒するイギリスとの接近
（Ⅴ）青木周蔵　　　　(長州)外相[1889～91]　☆ ③山県有朋内閣～④松方正義内閣
　　　　領事裁判権の撤廃に絞る　→イギリスの同意　→青木の辞任によって交渉中止
　★ 大津事件　　　[ 1891]　　　　　　　　　　　　　　　　　　(後任は榎本武揚)

　　　　　　来日中の ロシア皇太子(後の皇帝ニコライ２世)を巡査(軍曹) 津田三蔵が襲い負傷させる

　　　　　　　　　　　　　シベリア鉄道建設[1891～1904]の起工式列席の途次に来日

　　　　大審院長 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こじまこれかた),児島惟謙)、政府の要求する大逆罪を適用させず　…司法権の独立を守る

（Ⅵ）陸奥宗光　　　　(紀州)外相[1892～96]　回顧録『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんけんろく),蹇蹇録)』　☆ ⑤第二次伊藤内閣
　　　　青木周蔵を駐英公使としてイギリスと交渉
→日英通商航海        条約[ 1894]　※日清戦争開戦直前

　　　　領事裁判権の撤廃　関税率も引き上げ(自主権を一部回復)

　　　　最恵国待遇の相互平等　内地雑居の実現　発効は1899年　→１５カ国と同様の条約
　☆関税自主権の獲得は日露戦争後（→近代２１）
日本史授業プリント(38期)近現代１７　初期議会と政府

２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

☆第１回総選挙( 1890　　)　←衆議院議員選挙法(1889.憲法と同時に公布)
　　制限選挙…選挙権は、直接国税１５円以上・２５歳以上・男子 (被選挙権は３０歳以上)

　　　　　　　→約４５万人（全人口の 約１.１％）※大部分は地主

　　選挙結果　民党　　…反政府　過半数　ex．立憲自由党(130)、立憲改進党(41)
　　　(300)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旧自由党員が中心　→1891年に 自由党と改称
　　　　　　　吏党　　…政府側　ex．大成会(79)、国民自由党(5)
☆基本の対立構図

議会≒民党「民力休養　　　　・政費節減　　　　 」をスローガンに 予算審議で政府に圧力

　　 　　　　　　　　地租軽減・地価修正　　人員整理・軍縮など

　　政府　・超然主義　　　　…政府(内閣)は議会(政党)に拘束されないという考え方
　　　ex．黒田首相の 超然主義演説　史料５８－１　伊藤博文(枢密院議長)も同意見を表明
　　　　・軍備拡張　ex．陸軍の再編…鎮台制→ 師団　　制(1888)　※対外戦も可能に
徴兵令の改正(1889)…兵役免除・徴兵猶予を廃止
　　　　　　　※これ以前の軍人に対する政策
　　　　　　　　　竹橋事件(1878)…近衛砲兵隊の反乱(西南戦争後の待遇に不満)→「軍人訓戒」公布

　　軍人勅諭(1882)…西周が起草　天皇への絶対服従・政治への不関与を説く
初期議会と内閣の対決
　　　　　　　　　　　　　 ③

　　　　　　　　　　　　　1889.12～91.5.　長州
首相演説…｢主権線｣(国境)だけでなく｢利益線　 ｣(朝鮮) も確保すべき　軍備拡張
☆第一議会(第１回帝国議会 1890.11～91.3) 

　　予算審議で政府と正面衝突　→立憲自由党土佐派の一部の離反で予算成立

　　　　　　　　　　　　　　　　中江兆民、抗議の辞職　(議会は｢腰抜け｣｢無血虫の陳列場｣)
　　　　　　　　　　　　④

1891.5～92.7.  薩摩　☆外相 青木周蔵
　☆第二議会(1891.11～12)政府の軍艦建造費などの大幅削減要求を否決

　　海軍大臣 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かばやますけのり),樺山資紀)の蛮勇演説…薩長藩閥の功績を主張　史料５８－２　

　→政府は議会を解散→総選挙(第２回 1892) →それでも民党優勢(163／300）の結果

　　※内相(内務大臣) 品川弥二郎　　　　の選挙大干渉…死者２５人
　☆第三議会(1892.5～6)　選挙干渉の責任追及などで紛糾　軍拡予算を再度否決

　松方内閣総辞職

　　

　　　　　　　　　　　　⑤
1892.8～96.8.　長州　☆外相 陸奥宗光　　軍事費増額

「元勲内閣」…山県(陸軍)、井上馨(内務)、黒田(逓信)、後藤(農商務)らの入閣

☆第四議会(1892.11～93.2) …予算の削減を議決

→（ａ）建艦詔勅(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わちゅう),和衷)協同の詔書)…天皇が政府と議会の妥協を求める

（ｂ）伊藤は自由党　　　と接近(超然主義の修正) → 自由党、政府に協力 →予算成立

→改進党、国民協会(吏党)、大日本協会ら６派が反発

政府の条約改正交渉への反対を中心に反政府連合( 対外硬派連合)

　☆第五議会(1893)　条約改正問題で紛糾 →解散総選挙(1894)
　　第六議会(1894)　対外硬派と自由党が協調　政府弾劾上奏案可決 →解散総選挙

　　第七議会(1894)　日清戦争開戦 →大本営が置かれた広島で開催

全政党が政府批判を中止、軍事費などを討論なし全会一致で可決

日本史授業プリント(38期)近現代１８　日清戦争
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

朝鮮問題　※国王は26代 高宗だが　閔妃　　(王妃：明EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せい),成)皇后)と 大院君　　　(王の父)が実権を争う

　　　　　　清のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さくほう),冊封)国(朝鮮国王は形式的には清皇帝の臣下)であったが、
日朝修好条規(1876)以降、各国と条約を結んで開国　→物価高騰など経済悪化

→保守派(親清派)と開化派(親日派) の対立

　　　大院君(前政権)　　　　　 閔妃政権　日本軍人が訓練する新軍を建設
1882．壬午軍乱　　　　(事変) at．漢城(ソウル)
　　旧軍隊の反乱→大院君ら保守派が政権奪取→清軍の介入→閔妃が復権→閔妃は親清派へ
日本公使館も襲撃→1882．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(サイモッポ),済物浦)条約(日本への賠償金、公使館守備兵の駐屯)
　　新しい対立：事大党(閔妃ら親清派)と独立党( 金玉均　　･EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ボクエイコウ),朴泳孝)ら開化派・親日派)
1884．甲申事変　　　　　at.漢城(ソウル)　←清仏戦争[1884～85]
独立党が日本守備兵の援助でクーデター→清軍の介入で 事大党政権復帰、金玉均ら日本へ亡命

　→天津条約　　　　[ 1885]　全権　伊藤博文(日)、李鴻章(清)
　　　　日清間の紳士協定（両軍の撤兵、軍事教官派遣の中止、今後の出兵は事前に通告）
※ 大阪事件[1885]…旧自由党員 大井憲太郎、景山(福田)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひでこ),英子)ら逮捕(→近代１４)
 朝鮮で親日派政権を樹立し、清との対立をあおって日本人のナショナリズムを刺激し、
　国内の民権運動を再起しようと計画(爆弾製造など)　→実行前に大阪で逮捕

☆アジア改造論から 脱亜論　　　へ( ｢脱亜入欧｣とも  ex.福沢諭吉[1885])　史料５９－２
　　　　　　　　　　　　アジアとの連帯を放棄し欧米列強側に立つべきと主張
☆日本の対朝鮮経済進出・商人の横暴　→対日感情の悪化

　　ex．防穀令事件[1889～93]…日本人商人が米・大豆を買いあさる→朝鮮側が輸出禁止
→日本政府が撤回と賠償金を要求
日清戦争の開戦

　1894．　甲午農民戦争　　　　　( 東学党の乱)　※東学は新興の民衆宗教　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),西)学(キリスト教)

　　　　　　指導者 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゼンホウジュン),全琫準)　反封建制・反侵略(｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せき),斥)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),洋)｣)　朝鮮政府に改革を要求
　　→朝鮮の要請で清が出兵　→清は天津条約に基づいて日本へ通告　→日本も出兵、農民軍は解散

　　→日本軍は撤兵要求を拒否し、朝鮮の内政改革を要求→拒否される→7/23に朝鮮王宮を軍事占拠

→清軍へ攻撃開始( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ホウトウ),豊島)沖海戦 7/25)→宣戦布告(8/1)→平壌の陸戦(9/15)→黄海海戦(9/17) など

　　☆戦費は 約２億円(当時の財政規模の３倍) 　　　　　　　　　　　　　　　　　日本軍優位
　　☆議会は政府批判を中止(大本営は広島)　高揚するナショナリズム

講和と三国干渉

　1895．　下関条約　　　　( 日清講和条約)　at．下関　史料５９－３
　　　　　　　☆全権　[日本] 伊藤博文首相・陸奥宗光外相　　[清] 李鴻章　　　
　　(ａ) 清は朝鮮の独立を承認　　
　　(ｂ) 遼東半島　　　　・台湾　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ホウコ),澎湖)諸島を日本へ割譲

　　(ｃ) 賠償金 ２億EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(テール),両)(約３.１億円)→金本位制の確立
　　(ｄ) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(サシ),沙市)・重慶・蘇州・杭州の開港　→日清通商航海条約(不平等条約)
　☆ロシア　　を刺激→フランス・ドイツと共に 遼東半島の返還を勧告…三国干渉　　　　( 1895)
　　　　　　　　　　→承諾…"EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がしんしょうたん),臥薪嘗胆)"の機運　※かわりに３０００万両の賠償金

　☆台湾統治問題

　　台湾民主国の樹立(反対する清国民ら)→日本軍が制圧→台湾総督府　　　　　の設置

　　その後も、先住民の EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかさご),高砂)(高山)族らの抵抗　　　　　　　初代総督 樺山資紀
　　1897.軍政から民政へ…総督 児玉源太郎、民政局長後藤新平　米・砂糖・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうのう),樟脳)などの産業育成

　☆戦後の朝鮮…親日派の大院君の勢力拡大　→閔妃ら、ロシアの協力でクーデター(1895)
　　　　　　　→閔妃殺害事件(1895)…三浦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごろう),梧楼)日本公使ら(？)　以後、高宗はロシアへ接近
　　　　　　　1897．大韓帝国　　　　と改称　高宗は皇帝に　…改革を試みるが失敗

作業　図表２１７ページを見て、右図に遼東半島・台湾・澎湖諸島を
　　書き入れなさい。

　　　

日本史授業プリント(38期)近現代１９　日清戦争後の情勢
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

政党と政府の接近

	第２次伊藤
	内閣(1892～96.8)　自由党の支持　日清戦争後、内務大臣に 板垣

	第２次松方
	内閣(1896.6～97.12)　進歩党　　　と提携　外務大臣に 大隈（"EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうわい),松隈)内閣"）


　　金本位制の実現(1897)　　　　　　　1896年　改進党中心に対外硬派などで結成

松方、地租増徴提案　→進歩党の反発　→議会を解散し自ら総辞職

	第３次伊藤
	内閣(1898.1～98.6)　


　　地租増徴案提出（←陸海軍の軍備拡張要求）

　　→自由・進歩両党の反対・合同→憲政党　　　結成(1898)→内閣総辞職

	大隈重信　　　　
	内閣(1898.6～98.11)　


　　"EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わいはん),隈板)内閣    "…首相大隈、内相板垣　初の政党内閣　

　　共和演説　　　事件で文相 尾崎行雄辞職→後任選びが難航→４か月で退陣

　｢日本に仮に共和政治ありという夢を見たと仮定せよ｣という発言が不敬と攻撃される

　　☆憲政党分裂→憲政党(旧自由党系)と 憲政本党　　　　(旧進歩党系)

	第２次山県
	内閣(1898.11～1900.10)　憲政党と提携


　(ａ) 地租増徴の実現…２.５％→３.３％　※地価修正などを条件
　(ｂ) 政党の勢力の弱体化、官僚・軍部を政党から分断
　　・選挙法の改正( 1900)…納税資格 １０円以上　有権者 約２.１％　※大選挙区・無記名など
　　・文官任用令の改正(1899)…文官高等試験による任用を拡大し政党員を排除

　　・文官懲戒令・文官分限令(1899)…官僚の身分を保障し、政権交代などと切り離す

　　・ 軍部大臣現役武官制　　　　　　　　( 1900)…陸軍・海軍大臣は現役の大将・中将に限定
　(ｃ)  治安警察法　　　　　( 1900)…社会運動・農民運動の取締
　→憲政党反発、伊藤に接近→立憲政友会　　　　　誕生( 1900)…総裁は伊藤
　　　　　　　　　　　　　　　幸徳秋水「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ああ),嗚呼)自由党死す」(｢自由党をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(まつ),弔)る文｣『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よろずちょうほう),万朝報)』)など
　　　　　　　内閣(1900.10～1901.5)　与党　立憲政友会
　　  外相加藤高明　さらなる地租増徴案に貴族院が反対　閣内対立　→短期間で退陣
　　　　　　　内閣(1901.6～06.1)　外相 小村寿太郎
　　  日英同盟・日露戦争など　→近代２０
　※以後、伊藤・山県らは第一線を退く→元老　　として背後から影響力

　　　　　　　　　　　　　                天皇の最高顧問(非公式) 後継首相の選出など

帝国主義と中国　☆帝国主義…資本主義国家による 植民地獲得(世界分割)
　　　　　　　　　　　　　　　　有利な原料供給地・製品販売市場の必要
　　欧米列強の中国分割　※「眠れる獅子」と警戒されていたが日清戦争で弱体化を露呈
　　　港湾や都市の 租借　　→鉄道敷設権→沿線の鉱山採掘権　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そかい),租界)(外国人居留地)の設置

　　　　　　　　　　　　条約で他国の領土の一部を借用すること　実質的には領土割譲

　　　　ex．九龍半島(香港対岸)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(イカイエイ),威海衛)(山東半島北端)…イギリス　　広州湾…フランス
　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コウシュウ),膠州)湾(山東半島南西部)--ドイツ　旅順・大連(遼東半島南部)--ロシア
　　　　　☆日本は福建省(台湾の対岸)の他国への不割譲を約束させる

　　　アメリカ　　…モンロー主義(ヨーロッパ諸国とアメリカ大陸との相互不干渉)から転換

　　　　　国務長官 ジョン=ヘイの三原則( 門戸開放・機会均等・領土保全)要求
　　　　　ハワイ併合[1898]、フィリピンの領有[1898]
　　義和団事件　　　　[1899]…"扶清滅洋　　　　"をスローガン　北京・天津に迫る

　　　　　弥勒信仰を基礎とするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びゃくれん),白蓮)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょう),教)系の秘密結社　"義和拳"
　　北清事変　　　　[ 1900]…清、列国に宣戦布告　→列強(８カ国)連合軍により鎮定

　　　→北京議定書( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),辛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅう),丑)条約 1901.)…北京への軍隊駐留権　賠償金(４億５千万EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(テール),両))

＊

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ああ),嗚呼)自由党死すEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),矣)、而して其光栄ある歴史は全く抹殺されぬ（略）。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なんじ),汝)自由党の起るや、政府の圧抑はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ますます),益々)甚しく迫害はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いよいよ),愈々)急なり。言論はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かん),箝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せい),制)せられたり、集会は禁止せられたり、請願は防止せられたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しこう),而)してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほばく),捕縛)、而して放逐、而して牢獄、而してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうけい),絞頚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だい),台)（略）。而して見よ今や諸君ハ退去令(※)発布の総理伊藤侯、退去令発布の内相山県侯の忠実なる政友として、汝自由党の死を視る路人の如く…。

（幸徳秋水｢自由党をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(まつ),弔)る文｣『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よろずちょうほう),万朝報)』）　※退去令とは保安条例のこと。
日本史授業プリント(38期)近現代２０　日露戦争

２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

ロシアとイギリス

　ロシア…南下政策　韓国・満州へ勢力拡大　☆清と密約(1896)
　　　　　　ex．旅順・大連租借(1898)　東清鉄道の建設(中国東北部　1901全通)
　　　日露妥協の努力…小村・ウェーバー覚書→山県・ロバノフ協定→西・ローゼン協定
　　　北清事変後も満州から撤兵せず　　　　　　　　　　　　　　　(西徳次郎外相)

　日本…政策の対立

　　　日露協商　　　論…伊藤博文・井上馨　満韓交換論　　　　(満州→ロシア、韓国→日本)
　　　日英同盟　　　論…山県有朋・桂太郎・小村寿太郎　イギリスと結んでロシアに対抗

　　　1902年　第１次 日英同盟　　　　( 日英同盟協約)
　　　　(ａ)特殊権益の相互承認　…英→清、日→清・韓

　　　　(ｂ)他国の交戦→相互に厳正中立　　(ｃ)第三国が参戦→援助のため参戦
日露戦争

☆非(反)戦論　…世論を組織できず

　　内村鑑三(キリスト教)　　『万朝報　　　』(日刊新聞　黒岩 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(るいこう),涙香)が創刊)で活動

　　幸徳秋水　(社会主義)　　　　 　　のち開戦論に→３人とも退社

　　堺利彦　　　　　　　平民社　　創立　『平民新聞』発行

　　※反(厭)戦詩　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(よさの),与謝野)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あきこ),晶子)「旅順口包囲軍の中に在る弟を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なげ),歎)きて」("君死に給ふこと eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なか),勿)れ")

　　　　　　　　　　　大塚EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(なおこ),楠緒子)「お百度もうで」　　　　　　　　　　　　　　　　
　主(開)戦論　ex．対露同志会…国家主義団体　近衛 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あつまろ),篤麿)(貴族院議長)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうやまみつる),頭山満)ら

　　　　　　　　　東大七博士( 戸水EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ひろんど),寛人)ら)→桂内閣に 七博士意見書を提出

開戦　仁川沖奇襲攻撃( 1904.2/8)→宣戦布告(2/10)→旅順攻撃(司令官乃木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(まれすけ),希典) 死者１万５千人)
　　　　→奉天会戦(3/10　死者４万)→日本海海戦(5/27-28)…バルチック艦隊を破る(東郷平八郎)

講和　<日本> 余力なし　ex．死者８万８千人　１７億円の戦費(非常特別税、内債・外国債)　 

　　　<ロシア> 革命運動　ex．血の日曜日事件　　<アメリカ> 日本の勢力拡大を懸念
　　ポーツマス条約　　　　( 1905年)　←米大統領 セオドア=ローズヴェルト　　　　の仲介

　　　　　　　☆全権　<日本> 小村寿太郎　　　　　<ロシア> ウィッテ　　史料６０－３
　　(ａ) ロシアは韓国　　に対する日本の指導・監督権を承認
　　(ｂ) 旅順・大連　　　の租借権と 長春以南の東清鉄道(南満州鉄道)と付属利権を譲渡

　　(ｃ) 北緯５０°以南の樺太　　と付属諸島を譲渡

　　(ｄ) 沿海州・カムチャッカ半島沿岸の漁業権を承認　（→1907．日露漁業協約）

　　　日比谷焼き打ち事件(1905)…国民の不満の爆発　　☆賠償金なし
　　　　講和反対集会が暴動化(首相官邸などを襲う)→戒厳令、軍隊出動→桂内閣退陣
満州(中国東北部)への勢力拡張

　1906．関東都督府　　　　　の設置　at 旅順　長官は陸軍大将か中将
　　　　　大連・旅順( 関東州　　　)と南満州鉄道(付属地も)を管掌→1919.関東庁と関東軍に分離

　　　　南満州鉄道株式会社( 満鉄　　)の設立　本社は大連
　　　　　長春～旅順間　半官半民　沿線の炭坑・鉱山なども経営

　→日米関係の悪化　※黄禍論…ドイツから　｢黄色人種の成長は西洋文明の驚異｣　
　　　アメリカ、満鉄の中立を主張("門戸開放")

　　　　ex．ハリマン計画(1905)…満鉄の日米共同経営を提案　→日本拒否　日米関係悪化

　　　日本人移民排斥運動→排日移民法(1924)
　　　　サンフランシスコで日本人学童拒否事件

　→他国との関係を強化して調整

　　　イギリス　第２次日英同盟(1905)…適用範囲をインドまで拡大

　　　　　　　　第３次日英同盟(1911)…アメリカを同盟の対象から除外

　　　ロシア　　日露協約(1907)→その後も改訂（1910,1912,1916） 双方の勢力圏を確認
　　　フランス　日仏協約(1907) 　　　　　　　　　　　　　　　　　 

＊













第二次伊藤　　　内閣








山県有朋　　　　内閣

















第４次伊藤





日清間の戦争は(略)文明開化の進歩を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はか),謀)�るものと其進歩を妨げんとするものとの戦いにして、決して両国の争いに非ず。(略)幾千の清兵は何れも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 8(むこ),無辜)�の人民にして之を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 8(みなごろし),鏖)�にするは憐れむ可きが如くなれども、世界の文明進歩の為めに其妨害物を排除せんとするに多少の殺風景を演ずるは到底免れざるの数なれば、彼等も不幸にして清国の如き腐敗政府の下に生まれたる其運命の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 8(つた),拙)�なきを自ら諦むるの外なかる可し。（福沢諭吉「日清の戦争は文野の戦争」『時事新報』1894年）





桂  太  郎





松方正義　　　　内閣






































